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目的 :頸 。胸 ・腹部 3領域 リンパ節郭清を伴 う胸部

食道癌根治手術の術後呼吸循環動態はいまだ不明な点

が多い。上縦隔～頭部 リンパ節郭清に伴って右迷走神

経心臓枝が切離されることに注目し1ン),右迷走神経心

臓枝温存例と切離例における循環動態の経時変化およ

び呼吸管理の難易について検討を行った。

対象 !対象は1990年以降当科において右開胸 ・開腹

で施行された頸 ,胸 。腹部 3領域郭清を伴 う胸部食道

癌根治手術症例で上縦隔 リンパ節転移が著しくなく,

術前心肺に重大な合併症を持たず,術中迷走神経肺枝,

気管支動脈が温存され, ドーパ ミン以外のカテコラミ

ンを使用しなかった症例の内,右 迷走神経心臓枝を温

存した23例 (温存群)と 右迷走神経心臓枝を切離した

6例 (切離群)で ある。なお全例において深心臓神経

叢はボタロー周囲 リンパ節郭清のため摘除された。

方法 Ⅲl)心 拍数の 8時 間ごとの経時的変化を両群

間で比較した。 2)各 病日ごとに 8時 間ごとの心拍

数,中 心静脈圧の変化(以下 ZCVP),水 分出納の散布

図を描き95%等 確率橋円を求めこの 3つ のパラメー

ターの相互関係を両群間で比較した. 3)喀 疾吸引の

ため行った気管支ファイバーの施行回数を比較した。

結果 !1)心 拍数は切離群において大きく変動する

例があり,第 3～4病日の心拍数の平均値は両群間に有

意差を認めた (p<0.01)。 2)水 分出納 と心拍数,

ZCVPと 心拍数の散布図の検討では相互関係を表わ

す95%等 確率橋円はいずれの散布図でも温存群ではす
べての病日を通じて横長のほぼ一定の形状を示したの

に対し切離群ではこれより縦長でありその傾きにも一

定の傾向がみられなかった。(Fig.1). 3)術 後気管

支ファイバーによる吸疾施行回数の平均は温存群0.6

回,切 離群2.3回でありt―検定で有意差を認めた (p<

0.01).また温存群では全例 3回 以下の施行であり,術

後 1度 も気管支ファイパーによる吸疾を行わなかった

症例が13例 (56.5%)あ った。
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食道癌根治手術例における右迷走神経心臓枝温存群は

切離群に比べ心拍数の経時的変動が小さく,水 分負荷

や ZCVPの 変化に対する心拍数の変動が小さかった。

また喀疾吸引に要する気管支ファイパーの施行回数が

有意に少なかった。右迷走神経心臓枝温存は3領域郭

清を伴う胸部食道癌手術の術後呼吸循環動態の安定に

有利である可能性が示唆され,現 在左迷走神経心臓枝
を含め実験的検討を行っている。
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